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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年8月10日(2017.8.10)

【公表番号】特表2015-523431(P2015-523431A)
【公表日】平成27年8月13日(2015.8.13)
【年通号数】公開・登録公報2015-051
【出願番号】特願2015-514459(P2015-514459)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  63/66     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/42     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/48     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   63/66     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   18/42     　　　Ｆ
   Ｃ０８Ｇ   18/48     　　　Ｆ
   Ｃ０８Ｇ  101:00     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年6月28日(2017.6.28)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｂ１）１０～７０ｍｏｌ％の、テレフタル酸、ジメチルテレフタラート、ポリエチレン
テレフタラート、無水フタル酸、フタル酸及びイソフタル酸からなる群から選択される少
なくとも一種の化合物と、
　ｂ２）０．８～２．５ｍｏｌ％の脂肪酸トリグリセリドと、
　ｂ３）１０～７０ｍｏｌ％の、エチレングリコール、ジエチレングリコール及びポリエ
チレングリコールからなる群から選択されるジオールと、
　ｂ４）５～５０ｍｏｌ％の、２を超える官能性及び５００～８００ｍｇＫＯＨ／ｇの水
酸基価を有するとともにエチレンオキシドとのアルコキシル化によって生成されたポリエ
ーテルポリオールと、
　の反応によって生成されるポリエステルオールであって、少なくとも２００ｍｍｏｌの
成分ｂ４）をポリエステルオール１ｋｇ当りに使用し、成分ｂ１）～ｂ４）の合計が１０
０ｍｏｌ％であるポリエステルオール。
【請求項２】
　前記ポリエーテルポリオールｂ４）が、２を超える官能性を有するポリエーテルポリオ
ールであり、２を超える官能性を有するポリオールをアルコキシル化することによって生
成されることを特徴とする請求項１に記載のポリエステルオール。
【請求項３】
　前記ポリエーテルポリオールｂ４）が、トリメチロールプロパン、グリセロール及びそ
の混合物からなる群から選択されるトリオールをアルコキシル化することによって生成さ
れることを特徴とする請求項１又は２に記載のポリエステルオール。
【請求項４】
　前記ポリエーテルポリオールｂ４）が、アミン系アルコキシル化触媒の存在下で、エチ
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レンオキシドとのアルコキシル化によって生成されることを特徴とする請求項１～３の何
れか一項に記載のポリエステルオール。
【請求項５】
　前記成分ｂ１）が、テレフタル酸、ジメチルテレフタラート、ポリエチレンテレフタラ
ート、無水フタル酸及びフタル酸からなる群から選択されることを特徴とする請求項１～
４の何れか一項に記載のポリエステルオール。
【請求項６】
　前記脂肪酸トリグリセリドｂ２）が、大豆油、菜種油、獣脂及びその混合物からなる群
から選択されることを特徴とする請求項１～５の何れか一項に記載のポリエステルオール
。
【請求項７】
　前記ジオールｂ３）が、ジエチレングリコールであることを特徴とする請求項１～６の
何れか一項に記載のポリエステルオール。
【請求項８】
　ポリエステルオール１ｋｇ当りに少なくとも４００ｍｍｏｌのポリエーテルポリオール
ｂ４）を使用することを特徴とする請求項１～７の何れか一項に記載のポリエステルオー
ル。
【請求項９】
　ポリエステルオール１ｋｇ当りに少なくとも８００ｍｍｏｌのポリエーテルポリオール
ｂ４）を使用することを特徴とする請求項８に記載のポリエステルオール。
【請求項１０】
　２以上の平均官能性を有する請求項１～９の何れか一項に記載のポリエステルオール。
【請求項１１】
　使用されるポリエーテルポリオールｂ４）の量が、１２～３０ｍｏｌ％であることを特
徴とする請求項１～１０の何れか一項に記載のポリエステルオール。
【請求項１２】
　Ａ）少なくとも一種のポリイソシアネートと、
　Ｂ）請求項１～１１の何れか一項に記載の少なくとも一種のポリエステルオールと、
　Ｃ）任意に、成分Ｂ）のポリエステルポリオール以外の一種以上のさらなるポリエステ
ルポリオールと、
　Ｄ）任意に、一種以上のポリエーテルポリオールと、
　Ｅ）任意に、一種以上の難燃剤と、
　Ｆ）一種以上の発泡剤と、
　Ｇ）一種以上の触媒と、
　Ｈ）任意に、さらなる補助剤又は混和剤と、
の反応を含む硬質ポリウレタンフォーム又は硬質ポリイソシアヌレートフォームの製造方
法。
【請求項１３】
　成分Ｄ）に対する成分Ｂ）及び成分Ｃ）の合計の質量比が、少なくとも１であることを
特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　成分Ｄ）に対する成分Ｂ）及び成分Ｃ）の合計の質量比が８０未満であることを特徴と
する請求項１２又は１３に記載の方法。
【請求項１５】
　さらなるポリエステルポリオールＣ）に対するポリエステルオールＢ）の質量比が、少
なくとも０．１であることを特徴とする請求項１２～１４の何れか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　さらなるポリエステルポリオールＣ）を使用しないことを特徴とする請求項１２～１５
の何れか一項に記載の方法。
【請求項１７】
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　成分Ｄ）としてポリエチレングリコールのみを使用することを特徴とする請求項１３～
１５の何れか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　Ｂ）１０質量％～９０質量％の、請求項１～１１の何れか一項に記載のポリエステルオ
ールと、
　Ｃ）０質量％～６０質量％の、成分Ｂ）のポリエステルポリオール以外のさらなるポリ
エステルポリオールＣ）と、
　Ｄ）０質量％～１１質量％のポリエーテルポリオールと、
　Ｅ）２質量％～５０質量％の難燃剤と、
　Ｆ）１質量％～４５質量％の発泡剤と、
　Ｇ）０．００１質量％～１０質量％の触媒と、
　Ｈ）０．５質量％～２０質量％のさらなる補助剤及び混和剤と、
を含み、成分Ｂ）～Ｈ）の合計が１００質量％であり、成分Ｄ）に対する成分Ｂ）及びＣ
）の合計の質量比が少なくとも１であるポリオール成分。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
　使用されるポリエーテルポリオールｂ４）の量は、好ましくは１０～４０ｍｏｌ％、よ
り好ましくは１２～３０ｍｏｌ％、特に１４～２５ｍｏｌ％及び、ポリエステルオールＢ
）１ｋｇあたり対する成分ｂ４）が、少なくとも２００ｍｍｏｌ、好ましくは少なくとも
４００ｍｍｏｌ、より好ましくは少なくとも６００ｍｍｏｌ、特に少なくとも８００ｍｍ
ｏｌ、特に少なくとも１０００ｍｍｏｌである。成分ｂ４）は好ましくはアルコキシル化
トリオール又はポリオールであり、より好ましくは、アルコキシル化トリオール、さらに
より好ましくは、出発分子としてのグリセロール又はトリメチロールプロパン、好ましく
はグリセロール上にエチレンオキシド又はプロピレンオキシド、好ましくはエチレンオキ
シドを加えることによって生成されるポリエーテルである。エチレンオキシドを使用する
ことによって硬質フォームの燃焼挙動が改善される。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　ポリエーテルポリオールｂ４）の水酸基価（以下、本明細書において、ＯＨ数、ヒドロ
キシル数ともいう。）は、好ましくは１５０～１２５０ｍｇＫＯＨ／ｇ、好ましくは３０
０～９５０ｍｇＫＯＨ／ｇ、より好ましくは５００～８００ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲である
。この範囲において、特に好ましい機械的特性及び又は防火特性が実現される。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９２】
　ポリエステルオール１（本発明にはよるものではない）
　テレフタル酸（３０．５ｍｏｌ％）と、オレイン酸（９．２ｍｏｌ％）と、ジエチレン
グリコール（３６．６ｍｏｌ％）と、トリメチロールプロパンとエチレンオキシドを主成
分とするとともにＯＨ官能性が３であり、水酸基価が６１０ｍｇＫＯＨ／ｇであるポリエ
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ーテルポリオール（２３．７ｍｏｌ％）とのエステル化物をアルコキシル化触媒としての
イミダゾールの存在下で製造した。ポリエーテルポリオールは処理せずにその後に続くエ
ステル化で使用した。ポリエステルオール１のヒドロキシル官能性は２．４９であり、水
酸基価は２４５ｍｇＫＯＨ／ｇである。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９３】
　ポリエステルオール２（本発明によるものである）
　テレフタル酸（３５．４ｍｏｌ％）と、大豆油（２．１ｍｏｌ％）と、ジエチレングリ
コール（４４．３ｍｏｌ％）と、トリメチロールプロパンとエチレンオキシドを主成分と
するとともにＯＨ官能性が３であり、水酸基価が６１０ｍｇＫＯＨ／ｇであるポリエーテ
ルポリオール（１８．２ｍｏｌ％）とのエステル化物をアルコキシル化触媒としてのイミ
ダゾールの存在下で製造した。ポリエーテルポリオールは処理せずに、その後に続くエス
テル化で使用した。ポリエステルオール２のヒドロキシル官能性は２．４８であり、水酸
基価は２５１ｍｇＫＯＨ／ｇである。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９４】
　ポリエステルオール３（本発明によるものである）
　テレフタル酸（３６．０ｍｏｌ％）と、大豆油（１．４ｍｏｌ％）と、ジエチレングリ
コール（４６．９ｍｏｌ％）と、トリメチロールプロパンとエチレンオキシドを主成分と
するとともにＯＨ官能性が３であり、水酸基価が６１０ｍｇＫＯＨ／ｇであるポリエーテ
ルポリオール（１５．７ｍｏｌ％）とのエステル化物をアルコキシル化触媒としてのイミ
ダゾールの存在下で製造した。ポリエーテルポリオールは処理せずにその後に続くエステ
ル化で使用した。ポリエステルオール３のヒドロキシル官能性は２．４６であり、水酸基
価は２５３ｍｇＫＯＨ／ｇである。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９５】
　ポリエステルオール４（本発明によるものではない）
　テレフタル酸（３７．０ｍｏｌ％）と、大豆油（０．７ｍｏｌ％）と、ジエチレングリ
コール（４８．２ｍｏｌ％）と、トリメチロールプロパンとエチレンオキシドを主成分と
するとともにＯＨ官能性が３であり、水酸基価が６１０ｍｇＫＯＨ／ｇであるポリエーテ
ルポリオール（１４．１ｍｏｌ％）とのエステル化物をアルコキシル化触媒としてのイミ
ダゾールの存在下で製造した。ポリエーテルポリオールは処理せずにその後に続くエステ
ル化で使用した。ポリエステルオール４のヒドロキシル官能性は２．４９であり、水酸基
価は２５０ｍｇＫＯＨ／ｇである。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９９
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００９９】
　ポリオール成分：
　本発明又は比較例によるポリエステルオールが４０．０質量部、
　出発分子としてのスクロース－グリセロール混合物にプロピレンオキシドを重付加（６
６．４質量％ＰＯ、２０．３質量％スクロース、１３．３質量％グリセロール）させるこ
とによって生成され、ＯＨ数が約４９０ｍｇＫＯＨ／ｇであるポリエーテルポリオールが
２７．０質量部、
　ヒドロキシル官能性が２であり、ヒドロキシル数が２００ｍｇＫＯＨ／ｇである、エチ
レングリコールとエチレンオキシドのエーテルからなるポリエーテルオールが５．５質量
部、
　難燃剤としてのトリスクロロイソプロピルホスフェート（trischlorisopropyl phospha
te、ＴＣＰＰ）が２５質量部、
　ＮｉａｘシリコンＬ６６３５安定剤（シリコン含有安定剤）が２．５質量部。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０４】
　ポリオール成分：
　本発明又は比較例によるポリエステルオールが４０．０質量部、
　出発分子としてのスクロース－グリセロール混合物にプロピレンオキシドを重付加させ
ることによって生成され、水酸基価が約４９０ｍｇＫＯＨ／ｇであるポリエーテルポリオ
ールが２７．０質量部（バリエーション１と同様の構成）、
　ヒドロキシル官能性が２であり、ヒドロキシル数が２００ｍｇＫＯＨ／ｇである、エチ
レングリコールとエチレンオキシドのエーテルからなるポリエーテルオールが５．５質量
部、
　難燃剤としてのトリスクロロイソプロピルホスフェート（trischlorisopropyl phospha
te、ＴＣＰＰ）が２５質量部、
　ＮｉａｘシリコンＬ６６３５安定剤（シリコン含有安定剤）が２．５質量部。
ポリオール成分への添加剤：
　ペンタンＳ８０：２０（ｎ－ペンタンが８０質量％、イソペンタンが２０質量％）が５
．５質量部、
　水が約２．８質量部、
　カリウムアセテート溶液（４７質量％、エチレングリコール中）が１．５質量部、
　ジメチルシクロヘキシルアミンが約１．３質量部。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０７】
　ポリオール成分：
　本発明又は比較例によるポリエステルオールが４０．０質量部、
　出発分子としてのスクロース－グリセロール混合物にプロピレンオキシドを重付加させ
ることによって生成され、ＯＨ数が約４９０ｍｇＫＯＨ／ｇであるポリエーテルポリオー
ルが２７．０質量部（バリエーション１と同様の構成）、
　ヒドロキシル官能性が２であり、水酸基価が２００ｍｇＫＯＨ／ｇである、エチレング
リコールとエチレンオキシドのエーテルからなるポリエーテルオールが５．５質量部、
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　難燃剤としてのトリスクロロイソプロピルホスフェート（trischlorisopropyl phospha
te、ＴＣＰＰ）が２５質量部、
　ＮｉａｘシリコンＬ６６３５安定剤（シリコン含有安定剤）が２．５質量部。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１２】
【表１】
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